
学校運営研究会

全国公立学校教頭会研究大会参加報告

８J１４１三１（木），５日（金）の２日間にわたり，第５３に|全国公立学校教頭会研究大会Ｗｌｌ歌山大会

が，全国統一ｲﾘ｢死主題「豊かな人間性とfi'|造性をはぐくむ学校をめざして｣，サブテーマ「～学ぶ楽し

さ．わかる喜びを感じ未来に|ｲﾘけ力強<ＬｌＩきる子どもの育成～」を基に，全国から２，７０Ｍi余

りの会員が参川|し，盛大に|)'1催された。

Ｉ｜｣'三|は，ノドⅡ鍬111ビックホエールを会場に，｜)'1会行zlFの後，紀州の伝統芸能である)剛ル確虎太鼓

保存会による太鼓の演奏や減武と雑貨鉄砲衆の迫力ある火縄銃の実演があった。午後は「豊かな人'''１

性と創造性をはぐくむ学校づくり」と越した全体シンポジウムが開かれ，來尾修氏（西部ライオン

ズ元監督）や影ｌＩｌ英男氏（立命館大学教授）ら４名のシンポジストが熱い思いを語った。

２１三''二|は，八会場に分かれ，八つの分科会と二つの特別分科会が開(iMされた。私が参ﾉⅢした第三分

科会の参力Ⅱ者は２５８名で，３０グループに分かれ協議した。午前中に行われた和歌'11県lI1辺市立三

川|､学校が提言した「地域迎挽・学社融合の'１t進をlEl指すIMIみ～屋外述動場の芝生化事業を通し

て～」についての内容とグループ別協議で111された意見等を報告したい。

三里小学校は紀伊１１１地のllIllllにあり奈良県に隣接している。昔は林業で生計を立てていたが，過疎

化や少子高齢化が進行し全ﾘ価数は４０人前後である。リ,l童同士で遊ぶ機会が少なくなり，子どもの

体ﾉﾉや運動能力が低下していた､また,住民の高齢化により学校と住民との１１(i雛が大きくなっていた。

そこで，前('二校で屋外運動場を芝生化した経験のある校長のリーダーシップの下，教頭がコーディネ

ーターの役割を果たして，学校と保護者や1111域住民の連挑を強化し，教育活動の一層の'1[進に向けた

教育条件整備を行うことを|=１桁して屋外運ililj場の芝Lli化を|;l指したという。

芝生が運動場全体に生えるまで児童が使川できない等の反対意見があったが，学校や地域の課題を

l(１１区長会の磯会に公民館や中学校へ出向いて保護者や地｣]Ｍ：民,関係諸団体に説明し協力を要請した。

作業には１３０船の協力を得て，１万５千のiIlIiを植え，７０１]後には運動場一｢iiiに芝が広がった。成果が

'二lに見えるにつれて地域住民が学校へ足を迦ぶようになり|ｲﾙｶしてくれるようになった。

芝生化により，怪我をしない安心感からj1Ｍh場で遊ぶｿillliitが鯛え，素足で走れるので健康にも効果

があり，また，１１(Ｗ返しが少ないため３度ほど気i品が下がり，省エネ効果がでたという。芝生のぬく

もりや優しい感触，緑色が児葹の心を落ち済かせ，癒しの効果もあるようだ。

保護者や地域住民と職員･児童の協働作業により，人Illll)１１係が深まり学校への協力が得やすくなり，

芝生完成後も良好な関係が続き，敬老会と児liifのグランドゴルフなど新たな交流も広がっている。

芝生化推進により地域連挑と学社融合の具現化が[到られた。しかし，芝刈り機やスプリンクラー等

の設備に百刀１１]以｣二かかり，’''''料や刈り取った芝生の処l1l1等維持・管HI1に手|Ｈ１暇がかかることが課題

であるという。また，芝生化を推進した職員が異動した後も芝生化を維持するためには，保護者や地

域(iﾐ氏の脇ﾉ]が必要不可欠であり，芝生の純ｌｌｊｉ・管理に協ﾉﾉしてくれる組織を学校の外につくるなど

の活動が必要ではないかという意見が出された。

教育環境盤(Ｉ１ｌｉと維持には，やはり人と組織，予算が課題となるが，コーディネーターとしての教頭

の役割の重要なことを改めて感じた。（学校迎営研究部小林誠一）

1５７ 


